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4.アスベスト撤去工事

ウォータークリーン工法での記載になっておりますが、

指定となりますでしょうか。同等の除去工法での施工は

協議としていただけますでしょうか。

指定工法ではありません。施工にあたっては、図面番号「共-04」

を参考とし、現場条件等を考慮のうえ、適切な施工方法を選定する

ものとします。なお、同等以上の性能を有する工法を採用する場合

は、監督員と協議することとします。

№ 図面番号 質　疑　事　項 回　　　答

1 共-01

アスベスト含有建材リストの管理教室棟ー外壁吹付材下地モ

ルタル処置レベル1とありますが、外壁吹付塗材を示してい

るとの解釈でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

2 共-02

同上資料、教室棟ー煙突アスベスト管処置レベル2とあり

ますが、煙突内部カポスタック等の断熱材との解釈でよろし

いでしょうか。

煙突内部の石綿含有建材は、レベル２相当（カポスタック等）とし

て取り扱ってください。なお、当該建材が石綿含有成形管等である

ことが確認された場合は、適用される処理区分及び処理方法につい

ては、監督員と別途協議することとします。
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